
　NHKテレビ「ドキュメント72時間」で令和5年10月に取り
上げられた東出雲町揖屋の「黄泉比良坂」。この番組は
「島根・黄泉比良坂 あの世との境界で」のタイトルで放送
され、令和5年の視聴者が選ぶ年間ランキングで10位に
入るという大きな反響がありました。
　この放送以来、来訪者が驚異的に伸び、平日でも全国
から多数訪れられています。このため「黄泉比良坂」に至る
道は交通混雑や駐車に困ら
れていました。そこで、市に
駐車場設置を頼んでいまし
たが、このほど進入路入口付
近に7台収容の「黄泉比良坂 
臨時駐車場」を設置。これで
駐車場不足がいくらか緩和さ
れると思います。

　10月24日に、松江市役所で「中海・宍道湖圏域5市新幹
線整備促進市議会議員連盟 意見交換会」を、圏域5市議
会議員連盟の役員14名が集まり開催しました。
　昨年に続いて2度目の意見交換会で、圏域中央に位置する
松江市議会がお世話役を務めています。松江市議会議員
連盟の会長を務める野々内は「令和5年7月に“第3次国土
形成計画”が閣議決定され、鉄道の高速化を国土強靭化の
一端と位置づけられた。また、
石破茂内閣総理大臣が誕生
し、鉄 道の高速化に詳しく
推進する総理大臣として期待。
時代はめぐってきたと感ずる。
本日は有意義な意見交換会と
したい。」と挨拶をしました。
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。

54
VOL

後 援 会 だ よ り  J a n u a r y

m a k o t o

最 近 の 活 動 から

令和７年の松江市政の課題

全国市議会研究フォーラムに参加

　10月9日から3日間、岩手県盛岡市で開催の「第19回
全国市議会議長会研究フォームin盛岡」に、市議会松政
クラブの仲間と共に出席しました。
　この研究フォーラムは令和8年度に松江市開催が予定
されており、全日程をつぶさに視察し松江市大会に備える
ことも目的の一つでした。
　今回の大会テーマは「主権者教育の新たな展開」であり、
専門家によるパネルディスカッションや3市議会議長による
課題討議など中身の濃い有益
な内容でした。松江市議会では、
主権者である若者などを取り
込んだ活動はあまりしておらず、
次代を担う若者が選挙や政治、
身近な地方行政への関心を
高める活動に取り組むことの
大切さを学びました。

進入路に向かって左側に
臨時駐車場があります

松政クラブの仲間とともに

挨拶をする野々内

11月定例市議会
宿泊税条例の制定などを可決・承認　

　12月18日に、23日間の会期を
終え 1 1月定例市議会が閉会しま
した。本会議では、宿泊税条例や手話
言語条例の制定、一般会計補正予算
など議案94件、承認1件、諮問2件を

提案どおり可決し、陳情3件（レプリ
コンワクチン中止などの意見書の提出
を求める陳情、消費税率5％以下へ
引き下げを求める意見書について、
安定ヨウ素剤の事前配布率を上げる
ために新潟方式導入の検討を求める
陳情）は否決しました。
　また、松政クラブが起草した議員

提出議案「地方議会議員の厚生年金
への加入を求める意見書」と、「地方
公共団体情報システムの標準化に
関する意見書」、「質の高い公教育の
再生及び教育予算の増額実現に関す
る意見書」は提案通り可決しました。 
（予算金額や提出議案の詳細は市ホー
ムページや市報等をご覧ください）

圏域5市の新幹線議連の意見交換会

　11月26日に、松政クラブ全員で「令和7年度予算編成等に
関する要望書」を上定市長に手交し、16項目の要望事項の説明
と意見交換を行ない、要望の実現を迫りました。要望の内容は、
新幹線整備や境港出雲道路、原子力発電、都市計画の地域区分
廃止などの基幹的事項や市民に密着した事項です。
　そして、12月18日の本会議
終了後には、要望書の回答が、市
の幹部全員が出席する中で、
上定市長からありました。要望
事項に対し市長や各部長が回答
を行い、意見交換を行ないま
した。具体的な予算編成や政策
として実現して欲しいと考えます。

黄泉比良坂に臨時駐車場

要望書回答書を上定市長から
三島良信会長に手交

市長に新年度予算編成等の要望書を提出

ホームページ、
ブログはこちらからののうち誠 プロフィール

昭和25年生まれ 出雲郷小学校→東出雲中学校→
島根県立松江農林高校→東出雲町役場就職（平成23年
3 月に町 参 事を最後に退職）→平成 2 3 年 8 月
松江市議会初当選、平成 2 5 年 4月 2 期目当選
平成29年４月３期目当選、令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりをして
いきましょう。この度後援会だよりvol.54を発行いたしましたので、
ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670　TEL・FAX／0852-52-3117
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2月定例議会予定
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（月）

（火）

（水）

（木）

（月）
（水）

2月
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本会議（会期の決定、提案説明）

一般質問
一般質問
一般質問・議案質疑・委員会付託
予算委員会（質疑・分科会分担・委託）
総務委員会・予算委員会総務分科会、
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会
総務委員会・予算委員会総務分科会、
教育民生委員会・予算委員会教育民生分科会
建設環境委員会現地視察
経済委員会・予算委員会経済分科会、
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会
経済委員会・予算委員会経済分科会、
建設環境委員会・予算委員会建設環境分科会
予算委員会（分科会長報告・質疑・討論・採決）
本会議（委員長報告、質疑・討論・採決）、閉会

　今季は、インフルエンザが大流行。また新型コロナも静かに感染者

が増大し続けています。感染の予防対策を徹底していきましょう。

　さて、令和7年の松江市の市政は、地域経済の回復対策や公共交通

の担い手不足対策、土地利用制度の見直し、山陰新幹線や伯備新幹線

の整備促進、大橋川改修事業など、多くの課題を抱えています。

　東出雲町では、旧役場庁舎解体と揖屋幼保園・ふれあい広場の

移転新設事業や、揖屋馬潟線の早期全線開通、揖屋小学校長寿命化

改修事業、おちらと村施設対策、水路洪水対策などが課題です。竹矢

町では竹矢公民館の建て替え事業が進む予定です。

　本年は、新市合併20周年（東出雲を除く）や松江城国宝指定・中国

横断自動車道尾道松江線全線開通から10周年を迎え、引き続き

市政発展や各種交流の促進が求められます。

　そして、4月には松江市長・市議会議員選挙があります。本年も

課題解決にしっかりと頑張っていこうと考えています。引き続きの

ご支援とご協力をお願いいたします。



クローズアップ
Assignment close up課

題

佐
目
財
政
部
長  

個
人
住
民
税
と
地
方

交
付
税
の
減
収
分
の
代
替
財
源
は
、現
状

見
込
ま
れ
る
も
の
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。本
市
で
は
引
き
続
き
全
国
市

長
会
な
ど
を
通
じ
て
、地
方
税
財
源
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
な

議
論
を
行
う
よ
う
要
望
を
行
い
ま
す
。

（
ア
）先
般
、島
根
原
発
関
連
と
し
て
、

県
や
周
辺
市
の
人
件
費
を
国
が
財
政

措
置
を
行
う
ま
で
と
い
う
条
件
で
、中

国
電
力
か
ら
別
枠
で
5
億
円
、人
件
費

の
負
担
を
県
が
要
求
し
、核
燃
料
税
の

税
率
に
つ
い
て
も
対
応
を
迫
っ
た
と
、

新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
が
考
え
る
必
要
な
対
応
と
は
、

他
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

の
か
、伺
い
ま
す
。

上
定
市
長  

本
市
は
、事
業
者
で
あ
る
中

国
電
力
に
対
し
て
、常
に
安
心
・
安
全
の

確
保
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
に
は
、電
源
三
法

に
基
づ
く
交
付
金
や
原
子
力
発
電
施
設

（
1
）い
わ
ゆ
る
年
収
1
0
3
万
円
の
壁

で
す
が
、こ
の
制
約
を
改
め
る
と
、該
当

者
に
と
っ
て
は
収
入
が
増
え
る
一
方
、自

治
体
で
は
、市
民
税
な
ど
大
幅
な
税
の
減

収
が
見
込
ま
れ
、苦
し
い
自
治
体
財
政
を

直
撃
し
、市
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
大
き
く
影

響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。実
施
さ
れ

れ
ば
、松
江
市
で
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
、今
日
的
な
視
点
で
伺
い
ま
す
。

佐
目
財
政
部
長  

年
収
の
壁
と
さ
れ
る

金
額
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、住
民
税
の

基
礎
控
除
を
75
万
円
引
き
上
げ
た
場
合

の
影
響
に
つ
い
て
、令
和
6
年
度
課
税

デ
ー
タ
で
試
算
す
る
と
、個
人
市
民
税
は

37
億
2
、0
0
0
万
円
減
収
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
、今
年
度
の
定
額
減
税
前
の
税

収
見
込
額
、約
1
0
6
億
5
、0
0
0
万
円

に
対
し
て
、約
35
％
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る

所
得
税
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、国
の

試
算
で
は
地
方
交
付
税
の
総
額
も
約
1

兆
円
減
と
な
り
、本
市
の
地
方
交
付
税

は
約
6
億
円
減
少
す
る
も
の
と
推
計
し

て
い
ま
す
。な
お
、住
民
税
は
、国
民
健

康
保
険
等
の
保
険
料
や
教
育
・
福
祉
分

野
に
お
け
る
給
付
・
助
成
制
度
の
算
定

基
準
に
も
な
っ
て
お
り
、そ
の
影
響
は
税

収
に
留
ま
ら
ず
、多
岐
に
わ
た
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

（
2
）地
方
交
付
税
な
ど
に
つ
い
て
代
替

財
源
が
確
保
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

考
え
て
い
る
の
か
、具
体
的
な
取
組
を

伺
い
ま
す
。

桑
垣
産
業
経
済
部
長  

深
刻
化
す
る
人

材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、新
た
な
人

材
確
保
に
対
す
る
支
援
に
加
え
て
、今

い
る
人
材
の
定
着
支
援
と
し
て
、研
修

や
教
育
訓
練
等
の
経
費
補
助
、働
き
や

す
さ
向
上
に
向
け
た
環
境
改
善
の
取

組
支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
外
部
人
材
の
活
用
支
援

は
、人
材
募
集
経
費
や
、プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
副
業
人
材
・
営
業
代
行
を
活

用
す
る
経
費
を
補
助
対
象
と
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、就
業
規
則
整
備
な
ど
に

係
る
経
費
を
対
象
と
し
、小
中
学
生
向

け
職
業
体
験
や
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
な
ど
、子
ど
も
た
ち
に
地
元
企
業

の
魅
力
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
、

地
元
就
職
へ
の
意
識
醸
成
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
Q
）今
の
回
答
は
、私
が
以
前
質
問
し

た
と
き
の
回
答
と
同
じ
で
す
。駅
出
入

口
は
南
側
に
し
か
な
く
、北
側
は
馬
潟

工
業
団
地
や
揖
屋
馬
潟
線
に
面
し
て

い
ま
す
。乗
降
客
を
増
や
す
取
組
の
努

力
や
駅
を
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備

を
し
て
い
な
い
結
果
で
す
。

（
2
）平
成
28
年
11
月
市
議
会
で
質
問
し

た
際
に
当
時
の
松
浦
市
長
は「
Ｊ
Ｒ
東

松
江
駅
は
大
切
な
資
産
で
あ
り
、活
用

の
検
討
に
取
り
組
み
た
い
」と
答
弁
。

上
定
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

上
定
市
長  

先
ほ
ど
部
長
が
お
答
え
し
ま

し
た
と
お
り
、J
R
東
松
江
駅
に
つ
い
て

は
、整
備
は
困
難
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
1
）令
和
7
年
度
か
ら
令
和
9
年
度
ま
で

の
第
5
期
も
の
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
策
定
作
業
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、目
標
を
変
化
に
強

い
持
続
可
能
な
企
業
づ
く
り
に
置
き
、

4
つ
の
改
定
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、大
ま
か
な
予
算
規
模
の
想
定
や

特
徴
的
な
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

特
に
、プ
ラ
ン
中
の
改
定
方
針
1

の
、企
業
の
基
盤
強
化
・
生
産
性
向
上

支
援
・
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
を

支
援
は
、何
を
支
援
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。ま
た
、具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

中
小
の
企
業
が
取
り
組
め
る
内
容
で

あ
る
の
か
も
伺
い
ま
す
。

桑
垣
産
業
経
済
部
長  

第
5
期
も
の
づ

く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、ア
ン

ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
の
要
望
、

意
見
を
踏
ま
え
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
予
算
規
模

は
、こ
れ
ま
で
の
補
助
実
績
や
経
済
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、国
の
経
済
対
策

予
算
も
注
視
し
な
が
ら
必
要
な
予
算
措

置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

　

特
徴
的
な
事
業
の
取
組
は
、人
材
育

成
・
確
保
・
定
着
の
取
組
と
し
て
、製
造
現

場
で
の
安
全
対
策
や
騒
音
な
ど
の
軽
減

措
置
に
よ
る
職
場
改
善
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

も
の
づ
く
り
体
験
教
室
の
実
施
へ
の
支

援
、I
T
・
D
化
推
進
の
取
組
と
し
て
個

社
の
課
題
解
決
支
援
。脱
炭
素
化
推
進
の

取
組
は
、脱
炭
素
に
向
け
た
意
識
醸
成
に

対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
を
挙
げ
て
い

ま
す
。引
き
続
き
、市
内
製
造
業
を
中
心

と
し
た
中
小
企
業
者
を
後
押
し
す
る
支

援
メ
ニュ
ー
を
検
討
し
ま
す
。

（
2
）人
材
確
保
・
育
成
・
定
着
支
援
で

は
、外
部
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
ど
う

石
本
ま
ち
づ
く
り
部
長  

J
R
東
松
江

駅
の
進
入
路
整
備
は
、多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、そ
の
効
果
が
あ
ら
か

じ
め
相
当
程
度
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
事

業
着
手
の
前
提
と
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。一
方
、同
駅
の
利
用
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、令
和
5
年
度
は
1
日
当
た

り
75
人
で
す
。

　

東
松
江
駅
北
側
の
松
江
鉄
工
団
地
に

は
拡
張
余
地
が
な
い
状
況
、南
側
は
農

振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
集
団
営
農
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、汎
用
性
の

高
い
土
地
開
発
を
行
う
の
は
極
め
て
困

難
な
状
況
で
す
。以
上
の
こ
と
か
ら
、投

資
コ
ス
ト
に
見
合
う
利
用
者
増
加
な
ど

の
効
果
は
期
待
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
、当
該
整
備
は
難
し
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
1
）過
去
3
回
質
問
し
た
内
容
は
、駅

北
側
出
口
と
北
側
広
場
の
新
設
、駅
近

く
に
線
路
を
横
断
す
る
幹
線
道
路
の
新

設
、南
側
に
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の

開
発
検
討
、パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
駅
は
松
江
駅
の
次
の
駅
で
あ
り
、

J
R
線
を
利
用
し
た
広
域
的
な
大
量
輸

送
が
可
能
で
あ
り
、ア
リ
ー
ナ
等
の
大
型

施
設
建
設
へ
の
空
間
が
、今
で
あ
れ
ば
想

定
で
き
ま
す
。松
江
市
と
し
て
駅
直
結
の

最
後
の
大
型
空
間
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
出
雲
町
商
工
会
は
令
和
4
年
に
地
域

住
民
や
馬
潟
と
東
出
雲
の
工
業
団
地
通
勤

者
に
J
R
東
松
江
駅
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。87・3
％
の
未
利
用

の
人
た
ち
は
、駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
を

31
％
の
人
が
回
答
し
、43
％
は
北
側
進
入

路
が
整
備
さ
れ
れ
ば
利
用
す
る
と
し
て
い

ま
す
。あ
わ
せ
て
、駐
車
場
の
確
保
も
37
％

が
希
望
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
用
地
は
、

所
有
企
業
と
の
交
渉
で
協
力
は
得
ら
れ
る

と
考
え
ま
す
。松
江
市
全
体
の
振
興
を
俯

瞰
し
た
視
野
で
考
え
る
べ
き
課
題
で
、検

討
を
深
め
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
起
債
な
ど
、有
利
な
財

源
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
予
算
確
保
や

対
象
事
業
の
拡
充
、補
助
率
の
か
さ
上

げ
な
ど
に
つ
い
て
、毎
年
国
に
対
し
て
要

望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
イ
）今
回
の
配
分
基
準
と
な
る
核
燃
料
税

は
、県
は
30
キ
ロ
圏
内
で
、人
口
や
面
積
に

基
づ
い
て
本
市
や
出
雲
市
、安
来
市
、雲

南
市
に
案
分
交
付
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

立
地
市・松
江
市
と
し
て
の
主
体
性
が
問

わ
れ
て
い
る
内
容
だ
と
感
じ
ま
す
。市
と

し
て
、県
、中
国
電
力
と
の
交
渉
や
要
望

は
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

松
浦
理
事  

島
根
県
か
ら
は
、本
年
3
月

に
本
市
の
原
子
力
関
係
業
務
従
事
職
員

数
の
問
合
せ
が
あ
り
、5
月
に
県
か
ら

中
国
電
力
に
対
し
て
、従
来
、核
燃
料
税

の
中
か
ら
支
弁
の
原
子
力
安
全
対
策
従

事
職
員
の
人
件
費
相
当
額
を
別
途
要
求

す
る
こ
と
と
し
、今
後
速
や
か
に
中
国

電
力
と
交
渉
す
る
旨
の
協
議
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。そ
の
際
、本
市
か
ら
は
立

地
市
と
し
て
専
門
部
署
設
置
と
関
係
業

務
へ
の
従
事
、原
子
力
規
制
庁
へ
の
職
員

派
遣
な
ど
の
必
要
が
生
じ
て
お
り
最
大

限
考
慮
し
て
交
渉
し
て
ほ
し
い
と
の
旨

を
県
に
伝
え
、中
国
電
力
と
の
交
渉
に

了
承
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、11
月
に
県
か
ら
中
国
電
力

と
の
交
渉
の
結
果
、総
額
5
億
円
の
人

件
費
相
当
額
を
中
国
電
力
が
県
に
支

払
う
こ
と
で
合
意
し
た
と
、そ
の
う
ち
、

約
1
億
6
、0
0
0
万
円
相
当
を
30
キ
ロ

圏
内
の
4
市
へ
配
分
し
た
い
と
い
う
旨
、

報
告
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

J
R
東
松
江
駅
周
辺
の

開
発
に
つ
い
て

Q1

第
5
期
も
の
づ
く
り

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つい
て

Q2
島
根
原
発
関
連
人
件
費
の

中
国
電
力
の
負
担
に
つい
て

Q4

「
年
収
１
０
３
万
円
の
壁
」

の
見
直
し
に
つ
い
て

Q3

質問する野々内

JR東松江駅出入口（山陰線南側）

地元企業などが集積する東出雲工業団地

通
算
36
回
目
の
一
般
質
問
で
す

　
月
3
日
に
行
っ
た
松
江
市
議
会
11
月
定
例
会
で
の
野
々
内
の
一
般
質
問（
一
問
一
答

形
式
）。そ
の
質
問
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。内
容
は
紙
面
の
都
合
上
、簡
潔
に
し
て
い

ま
す
。松
江
市
議
会 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継 （m

e
d
ia
-
s
t
r
e
a
m
in
g
.
jp

）

で
は
、質
問
と
答
弁
全
て
を
動
画
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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